
■指標の例

復旧・復興の状況／被害の状況 備考

本復旧工事に着工した箇所数 88 箇所

被災した箇所数 100 箇所

本復旧が完了した箇所数 47 箇所

被災した箇所数 100 箇所

復旧・復興の状況／被害の状況 備考

本復旧が完了した街区内道路L=83.2㎞
幹線道路液状化対策工事L=8.7㎞

災害査定で採択された道路被害延長L=64.1㎞

本復旧が完了した下水道管きょ延長
29.4㎞、マンホール898基

災害査定で採択された下水道管きょ延長
L=23.2㎞、マンホール700基

復旧・復興の状況／被害の状況 備考

本復旧が完了した雨水管きょ内土砂撤去22.7㎞

災害査定で採択された雨水管きょ内土砂撤去22.7㎞

進捗率

完
了

雨水排水施設
本復旧工事及び貯留施設設置工事が
完了した雨水排水施設工事の割合

下水道
本復旧工事が完了した
下水道工事の割合

道路
本復旧工事及び液状化対策工事に
着工及び完了した道路工事の割合

完
了

項目
〔指標名〕

完
了

□□□□
本格復旧が完了した□□の割合

完
了 H28.2完了

H28.7完了

公共インフラの復旧・復興進捗状況 2020/3/31現在

○公共インフラの本格復旧・復興の進捗状況について、2020年３月末時点の進捗状況を取りまとめました。
○浦安市における公共インフラの復旧・復興は完了しています。
今後は、地籍調査(予備調査)を通じて、土地の境界確定を推進するなど、市として新たなステージに入りました。

・着工 か完了 かを分かりやすく記載。
・今後、指標は節目節目において更新するとともに、事業の進捗に応じて着工 から完了 を示す指標への切り替え、指標の追加など、
進捗状況を適切に示す工夫を実施。

幹線道路の災害復旧工事・液
状化対策工事はH29.3完了。街
区内道路の災害復旧工事は
R2.3完了。

進捗率

○○○○
本格復旧に着工した○○の割合

項目
〔指標名〕

指標について

着
工

進捗率

項目
〔指標名〕

着工 完了

着工 完了

0% 50% 100%

100%

0% 50% 100%

100%

0% 50% 100%

88%

0% 50% 100%

47%

油圧ジャッキによる下水道管の推進

油圧ジャッキ

下水道管

下水道管

開削工法の現場状況

0% 50% 100%

100%



災害復旧工事のうち本復旧工事が完了し
た水道管延長13.4ｋm

災害査定で採択された水道管の延長13.4
ｋｍ（災害復旧工事、一部県道を含む)

工事が完了したガス管延長48.9ｋｍ

ガス管入替え計画延長48.9km

本復旧が完了した電柱の数642本

被災した電柱の数642本

本復旧が完了した電信柱の数312本

被災した電信柱の数312本

地籍調査で着手している土地面積7.81
㎢（予備調査地区含む）

地震によって移動した境界の調査・確認
が必要な面積9.85㎢ (元町及び港、高洲・
舞浜の一部地区を除く)

H26.6完了完
了

NTT
本復旧工事が完了した

電信柱の割合

完
了

東京電力
本復旧工事が完了した

電柱の割合

完
了

ガス
完了したガス工事の割合

H28.3完了

完
了

水道
本復旧工事が完了した

水道工事の割合

H27.3完了

H28.2完了

完
了 市街地液状化対策事業 R1.8完了

着
工

地籍調査
地籍調査に着手した

面積の割合

大規模街区：平成29年度完了
戸建地区：予備調査⇒本調査

0% 50% 100%

100%

0% 50% 100%

100%

0% 50% 100%

100%

0% 50% 100%

79%

0% 50% 100%

100%

格子状地盤改良工法

0% 50% 100%

100%

【工事箇所】

東野三丁目地区の一部（33宅地）

※水道管耐震化整備工事

は引き続き実施中

※ガス管耐震化整備工事

は引き続き実施中

1.5m 有効壁厚 85cm 1.0m 有効壁厚 85cm

道路部分

宅地部分


